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　令和８年２月25日に開会
した市議会３月定例会の冒
頭において、清野市長が発
表した令和８年度の市政運
営に対する基本的な考え方
である施政方針の概要を、
抜粋してお伝えします。

令 和令 和 ８８ 年 度年 度
施 政 方 針施 政 方 針基

本
理
念

「
個
性
あ
る
地
域
の
力
を
活
か
し
て
、

わ
か
ち
あ
い
の
秩
父
を
つ
く
る
」

　
～
ス
ピ
ー
ド
と
実
行
力
で

こ
の
ま
ち
を
元
気
に
～

　
令
和
８
年
度
は
、
秩
父
市
の
未
来
を

形
作
る
羅
針
盤
で
あ
る
「
第
３
次
秩
父

市
総
合
振
興
計
画
」
が
始
動
す
る
重
要

な
年
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
が
笑
顔
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を

目
指
し
「
笑
顔
が
つ
な
が
る　
自
然
と

文
化
の
ま
ち　
ち
ち
ぶ
」
の
理
念
の
も

と
、
新
た
な
秩
父
市
の
創
生
を
目
指
し

ま
す
。

〇
「
便
利
に
な
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
、

実
効
性
の
あ
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
推
進

し
ま
す
。
市
民
課
で
の
「
書
か
な
い
窓

口
」
の
導
入
お
よ
び
市
役
所
に
足
を
運

ぶ
こ
と
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で
手
続
き
が

で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
進
め

ま
す
。

〇
秩
父
市
が
誇
る
豊
か
な
自
然
資
源
を

価
値
化
し
、
荒
川
の
源
流
で
あ
る
秩
父

市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
荒
川

の
流
域
が
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

解
決
を
目
指
す
取
り
組
み
で
あ
る
「
荒

川
流
域
圏
構
想
」
を
推
進
し
ま
す
。
荒

川
の
最
上
流
自
治
体
と
し
て
、
上
下
流

の
自
治
体
間
連
携
・
官
民
連
携
を
強
化

し
、
森
林
資
源
を
活
用
し
た
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
や
流
域
が
一
体

と
な
っ
た
防
災
体
制
や
広
域
観
光
な
ど
、

秩
父
の
森
と
水
が
新
た
な
つ
な
が
り
を

生
む
、
広
域
連
携
の
先
駆
的
な
モ
デ
ル

を
秩
父
市
か
ら
示
し
ま
す
。

〇
公
募
に
よ
り
「
若
者
ミ
ラ
イ
会
議
」

の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
、
若
者
の
視
点

か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
意
見
を
取
り
入

れ
ま
す
。
持
続
可
能
な
自
治
体
で
あ
る

た
め
の
鍵
で
あ
る
「
若
者
」
が
自
ら
の

力
で
地
域
を
動
か
す
、
活
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
の
機
運
の
醸
成
を
図
り
ま

す
。

〇
新
病
院
建
設
に
向
け
た
準
備
作
業
を
、

次
の
段
階
へ
進
め
ま
す
。
最
優
先
検
討

事
項
の
建
設
候
補
地
に
つ
い
て
、
旧
秩

父
セ
メ
ン
ト
第
一
工
場
跡
地
を
、
最
有

力
の
建
設
候
補
地
と
し
て
位
置
付
け
、

今
後
、
同
跡
地
を
建
設
予
定
地
と
し
て

決
定
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
協
議
等
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
令

和
７
年
度
に
着
手
し
た
「
基
本
計
画
」

の
策
定
を
継
続
し
、
利
便
性
が
高
く
、

住
民
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
新
病
院
建

設
の
早
期
実
現
に
向
け
、
着
実
に
準
備

を
進
め
ま
す
。

〇
新
病
院
の
最
有
力
候
補
地
や
令
和
９

年
度
末
の
秩
父
陸
橋
平
面
化
工
事
の
完

了
等
を
踏
ま
え
、
秩
父
駅
東
側
再
開
発

基
本
構
想
の
策
定
を
実
施
し
、
中
心
市

街
地
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

５
つ
の
基
本
方
針

①
医
療
・
福
祉
・
保
健
の
充
実

　
安
心
安
全
な
医
療
と
便
利
な
暮
ら
し

を
提
供
す
る
新
病
院
の
建
設
推
進
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
、
障
が

い
者
な
ど
支
援
を
必
要
と
す
る
方
へ
の

取
り
組
み
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
に
つ
い
て
、

秩
父
地
域
に
お
い
て
医
療
機
関
等
の
連

携
を
推
進
し
、
質
が
高
く
効
率
的
な
医

療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
手
段
と
し
て
、

設
立
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
産
科
医
療
で
は
、
地
域
の
産
科
医
療

体
制
を
確
保
で
き
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
秩
父
地
域
の
医
師
・
看
護
師

等
医
療
従
事
者
の
確
保
と
定
着
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
市
立
病
院
で
は
、
医
師
確
保
対
策
事

業
と
し
て
、
東
京
科
学
大
学
へ
寄
附
講

座
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
診

療
に
携
わ
る
医
師
の
確
保
を
進
め
ま
す
。

　
二
次
救
急
医
療
体
制
の
維
持
に
つ
い

て
は
、
二
次
救
急
輪
番
を
担
う
各
医
療

機
関
へ
の
支
援
を
継
続
的
に
行
い
、
体

制
の
維
持
に
努
め
ま
す
。「
夜
間
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
」
も
活
用
し
、
持
続
可
能

な
救
急
医
療
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
医
療
機
関
等
と
連
携
し
て
体
制
を

堅
持
し
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
集
積
所
ま
で

ご
み
を
運
ぶ
こ
と
が
困
難
な
世
帯
へ
の

対
応
と
し
て
、
高
齢
者
世
帯
等
の
ご
み

出
し
支
援
を
進
め
ま
す
。

②
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
と
教
育
の
充
実

　
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る

支
援
の
充
実
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
支
え
る
取
り
組
み
の
推
進
、
特
色

あ
る
教
育
の
充
実
な
ど
を
図
り
ま
す
。

　
義
務
教
育
開
始
時
の
入
学
祝
金
と
、

新
た
に
修
了
時
の
卒
業
祝
金
を
支
給

し
、
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　
秩
父
版
ネ
ウ
ボ
ラ
を
展
開
し
、
切
れ

目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
と
一
貫
し
た
子
育

て
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
不
妊
・
不
育
症
へ
の
支
援
と
し
て
、

不
妊
支
援
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、

相
談
体
制
の
周
知
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
ち
ち
ぶ
愛
」
を
育
む
秩
父
の
特
色

を
生
か
し
た
教
育
と
体
験
学
習
の
充
実

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
秩
父
の
環
境
・

文
化
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
付
く
、
地
域

資
源
を
生
か
し
た
教
育
を
進
め
「
秩
父

で
育
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
教
育

を
実
現
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
で
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④
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
防
災
体
制
の
充
実
、
地
域
基
盤
の
再

整
備
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

　
避
難
所
お
よ
び
緊
急
時
避
難
対
策
の

改
善
を
図
り
、
市
全
体
の
防
災
力
強
化

を
図
り
ま
す
。

　
地
域
共
生
型
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
強
化
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
再
エ

ネ
設
備
等
の
導
入
を
推
進
し
、
２
０
５

０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
新
た
な
地
域
公
共
交
通
網
の
構
築
で

は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
既
存
の

交
通
網
の
維
持
が
困
難
と
な
る
な
か
、

交
通
空
白
地
域
な
ど
の
地
域
住
民
の
移

動
の
確
保
を
図
る
た
め
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
、
住
民
の
利
便
性
向
上
と
持

続
可
能
性
を
両
立
さ
せ
る
取
り
組
み

を
、
広
域
的
に
再
構
築
し
ま
す
。

　
道
路
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、
橋

り
ょ
う
や
舗
装
な
ど
、
計
画
的
に
修
繕

を
実
施
し
ま
す
。

⑤
開
か
れ
た
市
政
と
行
財
政
改
革
の
推
進

　
幅
広
い
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
す

る
ま
ち
づ
く
り
、
広
域
連
携
や
選
択

と
集
中
に
よ
る
行
財
政
改
革
の
推
進
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
が
届
く
市
政
を

推
進
す
る
た
め
、
テ
ー
マ
ご
と
お
よ
び

中
学
校
区
ご
と
の
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
町
会
単
位
の
「
ふ
れ
あ
い
懇

談
会
」
も
継
続
し
て
開
催
し
ま
す
。

あ
る
秩
父
祭
の
屋
台
行
事
と
神
楽
、
そ

し
て
地
域
の
伝
統
文
化
を
学
ぶ
機
会
を

充
実
さ
せ
、
次
の
世
代
へ
と
継
承
し
て

い
き
ま
す
。

　
不
登
校
支
援
の
強
化
で
は
、
一
人
一

人
の
状
態
に
応
じ
た
、
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
関
係
機
関
と
連
携
し
多
様
な
居
場

所
づ
く
り
を
実
現
し
ま
す
。

　
小
学
校
の
統
廃
合
で
は
、
令
和
９
年

４
月
に
予
定
し
て
い
る
荒
川
西
小
学
校

と
荒
川
東
小
学
校
の
統
合
を
、
関
係
機

関
と
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
着
実
に
進

め
ま
す
。

　
原
谷
小
学
校
校
舎
等
外
部
大
規
模
改

造
工
事
を
行
う
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
安
全
な
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

学
校
施
設
の
環
境
改
善
に
努
め
ま
す
。

③
産
業
振
興
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

　
森
や
水
な
ど
、
自
然
の
価
値
を
生
か

し
た
地
域
産
業
の
活
性
化
、
地
元
企
業

へ
の
支
援
の
充
実
と
企
業
誘
致
に
よ
る

雇
用
の
創
出
、
観
光
資
源
の
充
実
、
農

林
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
観
光
振
興
で
は
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な

観
光
資
源
を
活
用
し
、
近
年
人
気
の
ア

ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含
め
、
魅
力
あ
る

通
年
観
光
を
推
進
し
ま
す
。

　
今
年
は
12
年
に
一
度
の
秩
父
札
所
午

歳
総
開
帳
が
行
わ
れ
る
年
で
す
。
こ
れ

を
契
機
に
、
秩
父
市
の
歴
史
、
文
化
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
国
内
外
に
発
信

し
ま
す
。

　
秩
父
鉄
道
株
式
会
社
に
て
事
業
の
可

能
性
調
査
を
実
施
し
て
い
る
三
峰
ロ
ー

　
「
秩
父
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
を
委

嘱
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
情
報
発
信
ツ
ー

ル
を
活
用
し
て
、
市
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
し
ま
す
。

　
特
別
職
の
給
与
の
見
直
し
で
は
、
令

和
７
年
に
秩
父
市
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
を
合
併
後
に
初
め
て
開
催
し
、
給
与

の
額
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
今
後

も
、
定
期
的
に
審
議
を
行
い
ま
す
。

　
市
の
財
政
状
況
が
厳
し
い
状
況
に
あ

る
現
在
、
事
業
一
つ
一
つ
を
精
査
し
、

必
要
性
や
費
用
対
効
果
を
見
極
め
、「
選

択
」
と
「
集
中
」
を
意
識
し
て
優
先
順

位
を
判
断
し
な
が
ら
、
事
業
の
取
捨
選

択
を
実
施
し
、
引
き
続
き
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
さ
ら
な
る
拡

大
に
向
け
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
充
実

な
ど
、
地
域
が
潤
う
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
積
極
的
な
再
編
で
は
、

将
来
に
わ
た
る
持
続
可
能
な
施
設
運
営

を
図
る
た
め
、
公
共
施
設
等
の
方
針
を

定
め
た
各
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
、

施
設
の
統
廃
合
を
推
進
し
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
は
、「
福
祉
女
性
会
館

お
よ
び
周
辺
施
設
」
に
お
い
て
、
柔
道

場
と
貸
付
住
宅
の
解
体
等
を
先
行
し
て

進
め
ま
す
。

　
全
文
は
、
市
Ｃ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

プ
ウ
ェ
イ
の
復
活
に
つ
い
て
は
、
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
協
議
を
行
い
ま
す
。

　
鳥
獣
害
対
策
の
強
化
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
防
除
対
策
と
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
両

輪
で
の
複
合
的
な
被
害
対
策
に
加
え
、

地
域
が
主
体
と
な
っ
て
継
続
的
に
実
施

す
る
サ
ル
追
払
い
活
動
や
不
要
果
樹
の

伐
採
な
ど
に
対
し
て
支
援
を
行
い
、
獣

害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
や
新
た
な
森
林
経

営
管
理
制
度
を
活
用
し
て
、
森
林
整
備

を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
課
題
で
あ
る
林
業
の
担
い
手

確
保
の
た
め
、
自
伐
型
林
業
者
の
育
成

を
進
め
る
と
と
も
に
、
秩
父
農
工
科
学

高
校
と
連
携
し
林
業
就
業
対
策
を
実
施

し
ま
す
。

　
秩
父
の
強
み
を
活
か
し
た
企
業
誘
致

で
は
、
都
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、

豊
か
な
自
然
環
境
、
強
固
な
地
盤
と
災

害
へ
の
強
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
先
端
産

業
や
観
光
産
業
の
企
業
誘
致
を
目
指
し

ま
す
。

　
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
お
い
て
、

国
内
で
も
先
進
的
な
取
り
組
み
を
続
け

て
き
た
自
治
体
と
し
て
、
先
端
技
術
の

各
事
業
を
推
進
し
、
企
業
へ
の
支
援
等

も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
中
小
企
業
の
安
定
し
た
労
働
力
の
確

保
で
は
、
秩
父
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
「
魅
力
あ
る
雇
用
の
創
出
や
そ
れ
を

担
う
人
材
の
育
成
」
に
引
き
続
き
取
り

組
み
、
雇
用
の
促
進
と
地
域
活
性
化
を

目
指
し
ま
す
。
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（見込） （見込）

137.6136.7
139.7

124.5
119.2

95.7

一 般 会 計 予 算 の 概 要

当初予算額の推移（一般会計） 基金残高の推移 市債残高の推移（一般会計）
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歳出
304.3億円

衛生費

31.4億円
10.3%

総務費
39.2億円
12.9%

教育費

9.6%
29.2億円

23.4億円
7.7%

土木費

公債費
24.4億円
8.0%

消防費
12.2億円
4.0%

その他
20.6億円
6.8%

民生費
123.9億円
40.7%

歳入
304.3億円

地方交付税
73.0億円
24.0%

市税
88.9億円
29.2%

44.1億円
14.5%

国庫支出金

その他
44.7億円
14.7%

繰入金
26.8億円
8.8%

県支出金
19.1億円
6.3%

市債
7.7億円
2.5%

【歳入の概要】
　市債は、上水道事業の出資金が減少したことによ
り、大きく減額を見込んでいます。また、基金から
の繰入金は、収支均衡を図るため、減額を見込みま
した。
　なお、市にとって重要な収入である地方交付税は、
国の地方財政計画などを参考に、増額を見込みまし
た。

【歳出の概要】
　民生費には、出産祝金などを計上しました。総務
費には、秩父駅東側エリアの再開発のための基本構
想策定に係る委託料などを計上しました。
　このほか、衛生費には市立病院の建設に向けた基
本計画策定に係る事業費などを、土木費には市道や
橋りょうの改修費・設計費などを、教育費には小学
校大規模改造事業や義務教育開始時と終了時に祝金
を支給する経費などを、それぞれ計上しました。

令和８年度当初予算
　令和８年度予算が、市議会３月定例会で可決
されました。
　令和８年度予算は、小学校校舎等外部大規模
改造工事や人件費および扶助費が増額となりま
した。一方、秩父広域市町村圏組合水道事業（上
水道事業）への出資金の減少や、中学校校舎お
よび体育館大規模改造工事の終了により、前年
度と比べ１２億４千万円減額しました。

　令和６年度末の市債残高は約
２５１億円で、令和７年度末も減
少が見込まれます。

　令和６年度末の基金残高は約
１２５億円で、令和７年度末も減
少が見込まれます。

※特別会計、企業会計の予算の概要は市Ｃをご覧ください。１財政課☎２２－２２０３

【市債残高の状況】【当初予算額の推移】 【基金残高の状況】

〔前年度比▲3.9％〕

一般会計予算額　３０４億３千万円

一般会計の歳出 一般会計の歳入

～スピードと実行力でこのまちを元気に～
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総務費…市の計画の策定や推進、内部管理、選挙等
にかかる経費
衛生費…環境保全、疾病予防、健康増進などに関す
る経費
土木費…道路、橋りょう、河川、公園、住宅などの
整備や管理にかかる経費
教育費…学校教育、社会教育（体育・文化関係、文
化財保護含む）および教育行政のためにかかる経費

令和８年度　注目の事業

【用語解説】
市債…市の借入金
基金…一般家庭での貯金にあたり、資金を積み立て
年度間の財源不足に備えるための財源
地方交付税…全国で同水準の行政を行うために交付
される財源
民生費…児童、高齢者、障がい者福祉のための経費
や生活保護の経費

医療・福祉の充実
●市立病院建設準備事業

〔472万7千円〕
市立病院建設基本計画策定を継続
するなど、新病院の建設に向けて、
より具体的な検討を進めます。
●医師確保対策事業

〔2,100万円〕
東京科学大学に寄附講座を設置し、
市立病院の医師確保を図ります。
●健康増進事業

〔547万2千円〕
健康管理アプリを活用し、健康増
進のための主体的な行動を若い世
代から促すことにより、健康寿命
の延伸、医療費の抑制を図ります。
●ごみ出し支援事業

〔85万8千円〕
自力でゴミステーションにごみを
排出することが困難な高齢者等で
構成される世帯のごみ出しを支援
し、日常生活の負担軽減を図りま
す。

子育て支援・教育の充実
●ネウボラの充実

〔8,100万1千円〕
妊娠前から子育て家庭を支える、
切れ目のないサポート体制の充実
に向けて「秩父市版ネウボラ」を
展開します。
●出産祝金� 〔5,826万円〕
出産費用および紙おむつ・おしり
ふき等の消耗品購入支援として、
第１子12万円、第２子30万円、第
３子以降50万円（第２子以降は分
割支給）を出産祝金として現金支
給します。

●子育て世帯支援事業
〔953万円〕

義務教育開始時と終了時に祝金を
それぞれ支給することにより、子
育て世帯を支援します。
●�原谷小学校校舎・体育館大
規模改造事業

〔3億3,334万4千円〕
学校施設長寿命化計画に基づき、
原谷小学校および体育館等の外部
改修工事を行います。

産業振興と経済活性化
●荒川流域圏構想事業

〔43万7千円〕
荒川最上流に位置することを活か
し、荒川流域の自治体連携を呼び
かけ、森林整備、防災、観光など
上下流交流の具体的な連携を進め
ます。
●鳥獣害防除対策事業

〔150万円〕
町会や区などを単位とする、地域
住民が主体的に行う防除対策に補
助することにより、計画的、継続
的な鳥獣害対策の促進を図ります。
●観光客誘客促進事業

〔2,500万円〕
冬季にナイトタイムエコノミーの
促進として、街中で開催している
イルミネーション事業費を負担す
ることにより、冬季の街中の賑わ
い創出を図ります。
●中小企業振興計画策定事業

〔310万円〕
市内企業の現状を調査、分析し、
振興計画に反映させ、今後の市内
企業の振興を図ります。

安心安全に暮らせるまち
●地域再エネ等導入推進事業

〔1億340万円〕
2050年カーボンニュートラルの実
現に向け、再エネ・省エネ設備の
設置に対し補助することにより、
地球温暖化対策の推進を図るとと
もに、公共施設への設置も行い、
光熱水費の削減も図ります。
●秩父駅東側再開発事業

〔2,400万円〕
秩父駅東側エリアの再開発のため、
まちづくりの考え方をまとめた基
本構想を策定します。
●地域公共交通網活性化事業

〔3,665万2千円〕
鉄道運行区間について、現状の
データ収集、分析を行い、今後の
効果的な支援方針等を検討します。

開かれた市政と行財政改革
●市民意識調査事業

〔39万8千円〕
市政運営の参考とするため、市民
の皆さんに意識調査を行います。
●若者チャンス創造事業

〔150万円〕
若者により組織された団体が取り
組む、まちづくり活動に対して支
援することにより、若者の定住等
を図り、地域の活性化を図ります。
●若者ミライ会議の設置

〔50万円〕
公募により若者ミライ会議のメン
バーを募集し、若者の視点からま
ちづくり施策を提案してもらい、
市政に取り入れます。

「個性ある地域の力を活かして、わかちあいの秩父をつくる」



2026.４ 6

　
若
者
の
皆
さ
ん
の
「
秩
父
の
こ
こ
が

好
き
」「
秩
父
が
こ
う
だ
っ
た
ら
い
い

の
に
」、
そ
ん
な
意
見
を
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
入
れ
、
よ
り
よ
い
秩
父
市
を
実

現
す
る
た
め
、
若
者
ミ
ラ
イ
会
議
の
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容
　
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア

を
考
え
、
市
に
提
案
す
る

募
集
人
数
　
15
人

応
募
資
格
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
15
歳
以
上
25
歳
以
下
の
方

(
高
校
生
以
上)

任　
期
　
令
和
８
年
６
月

か
ら
令
和
９
年
３
月
ま
で

会
議
開
催
回
数
　
６
月
か
ら

月
１
～
２
回
の
予
定
（
平
日

夜
間
や
休
日
な
ど
調
整
し
て
開
催
予
定
）

と
こ
ろ
　
歴
史
文
化
伝
承
館
な
ど

謝
礼
金
　
日
額
２
，
０
０
０
円
を
支
給

応
募
方
法
　
市
Ｃ
か
ら
申
し
込
み
ま
た

は
応
募
用
紙
を
総
合
政
策
課
へ
提
出

（
郵
送
・
メ
ー
ル
で
も
可
）

※�

応
募
用
紙
は
市
Ｃ
か
ら

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

応
募
締
切
　
５
月
15
日
㈮
必
着

選
考
方
法
　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選

考
の
上
、
応
募
者
全
員
に
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

２
・
１
総
合
政
策
課
☎
22

－

２
８
２
３

３seisaku@
city.chichibu.lg.jp

　
新
た
な
政
策
課
題
へ
の
対
応
や
事
務

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
４
月
１
日
付

で
市
の
組
織
の
再
編
を
行
い
ま
し
た
。

・
総
合
政
策
部
の
名
称
が
企
画
政
策
部

に
変
わ
り
ま
し
た
。

・
課
の
再
編
を
行
い
ま
し
た
。

　
秘
書
課
と
広
報
広
聴
課
を
統
合
し
、

秘
書
広
報
課
に

　
工
事
検
査
課
と
契
約
課
を
統
合
し
、

契
約
検
査
課
に

　
Ｆ
Ｍ
推
進
課
と
管
財
課
を
統
合
し
、

資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
に

　
道
路
維
持
課
と
道
づ
く
り
課
を
統
合

し
、
道
づ
く
り
課
に

　
道
路
管
理
課
と
用
地
課
を
統
合
し
、

管
理
用
地
課
に

・
改
革
推
進
課
に
「
Ｄ
Ｘ
推
進
担
当
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

・
総
合
政
策
課
に
「
地
域
公
共
交
通
再

編
担
当
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
を
、
財
政
課
か

ら
産
業
支
援
課
に
移
管
し
ま
し
た
。

１
総
合
政
策
課
☎
22

－
２
８
２
３

と　
き
　
４
月
25
日
㈯
15
時
～

と
こ
ろ
　
市
役
所
本
庁
舎
３
階
庁
議
室

テ
ー
マ
　
新
年
度
予
算

２
不
要
。
詳
細
は
Ｃ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
秘
書
広
報
課
☎
22

－

２
５
０
５

若
い
あ
な
た
の
ひ
と
言
が
、
ま
ち
の

未
来
を
少
し
変
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
秩
父
地
域
森
林
林
業
活
性
化
協
議
会

で
は
、
秩
父
地
域
産
の
間
伐
材
を
原
料

と
し
た
コ
ピ
ー
用
紙
「
ち
ち
ぶ
の
森
の

木
に
な
る
紙
」
の
開
発
・
流
通
・
販
売

経
路
の
創
出
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

製
品
の
特
長

●
森
林
内
に
放
置
さ
れ
る
「
林
地
残

材
」
や
、
木
材
と
し
て
は
利
用
さ
れ

な
い
丸
太
を
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。

●
収
益
の
一
部
が
森
林
所
有
者
等
に
還

元
さ
れ
、
将
来
に
わ
た
り
森
を
守
る

活
動
に
寄
与
で
き
ま
す
。

●
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適
合
製
品
で
あ
り
、

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

製
品
概
要

・
Ａ
４
判 
５
０
０
枚
×
５
冊

・
原
料
の
30
％
に
秩
父
地
域
産
の
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
間
伐
材
を
使
用

※
価
格
は
各
販
売
店
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
取
扱
店
舗
等
の
詳
細
は
商
品
の
詳
細

情
報
を
含
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
森
の

活
人
」
に
て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
事
業
所
・
店
舗
等
で
の
導
入
、
商

品
の
お
取
り
扱
い

に
つ
い
て
ご
興
味

が
あ
り
ま
し
た
ら

左
記
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

１
森
づ
く
り
課
☎
22

－

２
３
６
９

　
荒
川
西
小
学
校
は
、
今
後
児
童
数
の

著
し
い
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

令
和
９
年
３
月
末
を
も
っ
て
閉
校
し
、

同
年
４
月
１
日
か
ら
荒
川
東
小
学
校
へ

統
合
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
適
正
な
教
育
環
境
を

考
慮
し
、
決
定
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、

荒
川
東
小
学
校
の
名
称
・
校
章
・
校
歌

に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
今
年
度
、
両
校

の
交
流
事
業
を
は

じ
め
と
し
た
各
種

事
業
を
実
施
し
、

ス
ム
ー
ズ
な
学
校

統
合
を
目
指
し
ま

す
。

１
教
育
総
務
課
☎
25

－

５
２
２
７

若
者
ミ
ラ
イ
会
議
の
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
ま
す

秩
父
地
域
の
間
伐
材
を

　
活
用
し
た
コ
ピ
ー
用
紙
を

開
発
し
ま
し
た

荒
川
西
小
学
校
を

荒
川
東
小
学
校
に
統
合
し
ま
す

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す

４
月
か
ら
市
役
所
の
組
織
が

変
わ
り
ま
し
た

「森の活人」Ｃ

市Ｃ
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物
価
高
騰
に
対
す
る
生
活
支
援
と
し

て
、
市
内
全
世
帯
に
物
価
高
騰
対
策
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

　
令
和
８
年
３
月
１
日
（
基
準
日
）
時

点
で
秩
父
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方

※�

世
帯
主
に
つ
い
て
は
、
同
年
３
月
16

日
に
お
け
る
世
帯
状
況
に
よ
り
ま
す
。

支
給
額

　
一
人
あ
た
り
８
，
０
０
０
円

　
同
一
世
帯
員
分
の
合
計
額
を
世
帯
主

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

支
給
手
続

①
世
帯
主
の
方
が
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

公
金
受
取
口
座
を
登
録
し
て
い
る
世
帯

４
月
下
旬
頃
に
「
支
給
の
お
知
ら
せ
」

（
圧
着
は
が
き
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
登
録
済
の
公
金
受
取
口
座
に
振
り
込

み
を
す
る
た
め
、
受
給
す
る
た
め
の

手
続
き
は
不
要
で
す
。

▼
給
付
予
定
時
期
：
５
月
下
旬
頃

②
世
帯
主
の
方
が
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

公
金
受
取
口
座
を
登
録
し
て
い
な
い
世
帯

４
月
下
旬
頃
に
「
申
請
書
」（
封
書
）

を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
受
給
す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。「
申
請
書
」
に
記
載
の
期
日
ま

で
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
・
郵
送
・

市
役
所
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
内
容
が
確
認
で
き
次
第
、
振
込

日
を
記
載
し
た
支
給
決
定
通
知
を
送

付
し
、
ご
指
定
の
口
座
に
給
付
金
を

振
り
込
み
ま
す
。

▼
給
付
予
定
時
期
：
５
月
下
旬
頃
よ
り

順
次
振
込

詳
細
は
Ｃ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１
総
合
政
策
課

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
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２
３

調
査
対
象
　
す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業

利
用
目
的
　
各
種
行
政
施
策
の
立
案
や

民
間
企
業
に
お
け
る
経
営
計
画
の
策
定

な
ど
、
社
会
経
済
の
発
展
を
支
え
る
基

礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
・
回
答
方
法

　
４
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
用
の

調
査
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
が
な
か
っ
た
事
業
所
や
調

査
員
が
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
に
は
、

５
月
中
旬
以
降
に
調
査
員
が
訪
問
し
、

紙
の
調
査
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

基
準
日
　
令
和
８
年
６
月
１
日

　
各
事
業
所
・
企
業
の
皆
さ
ま
に
は
お

忙
し
い
と
こ
ろ
恐
れ
入
り
ま
す
が
調
査

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

１
情
報
政
策
課
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家
庭
の
省
エ
ネ
推
進
の
た
め
、
省
エ

ネ
性
能
の
優
れ
た
冷
蔵
庫
へ
買
い
替
え

た
方
を
対
象
に
、
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
（
交
付
予
定
件
数
を
超
え
た
場
合
は
、

抽
選
に
よ
り
助
成
を
決
定
し
ま
す
）。

対　
象

①
秩
父
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と

②
申
請
者
お
よ
び
そ
の
同
一
世
帯
に
あ

る
者
が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
③
令
和
８
年
４
月
１
日
㈬
以
降
に
秩
父

市
内
の
販
売
店
で
、
助
成
対
象
の
冷

蔵
庫
を
新
品
で
購
入
す
る
こ
と

④
③
の
冷
蔵
庫
を
秩
父
市
内
の
自
宅
に

設
置
後
、
使
用
を
開
始
し
、
こ
れ
ま

で
使
用
し
て
い
た
冷
蔵
庫
を
リ
サ
イ

ク
ル
処
理
に
出
す
こ
と

助
成
対
象
の
冷
蔵
庫

・
定
格
内
容
積
が
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
以

上
の
も
の

・
統
一
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
で
省
エ
ネ
基
準

達
成
率
１
０
０
％
以
上
（
目
標
年
度

２
０
２
１
年
度
基
準
）
の
も
の

助
成
金
額
　
２
万
円

交
付
予
定
件
数
　
１
０
０
件

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
書
類

①
秩
父
市
省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
助
成

金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

②
新
し
く
購
入
し
た
冷
蔵
庫
の
領
収
書

ま
た
は
レ
シ
ー
ト
の
写
し
（
令
和
８

年
４
月
１
日
㈬
以
降
に
発
行
さ
れ
、

代
金
を
全
額
支
払
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
も
の
）

③
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
排
出
者
控
の
写

し
（
買
い
替
え
時
点
で
使
用
し
て
い

な
い
冷
蔵
庫
を
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
に

出
し
た
場
合
は
助
成
金
の
交
付
対
象

外
で
す
）

　
申
請
書
類
①
～
③
を
販
売
店
か
ら
受

け
取
り
、
①
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

２
受
付
期
間
内
（
４
月
10
日
㈮
～
５
月

15
日
㈮
）
に
申
請
書
類
を
環
境
課
に
直

接
ま
た
は
郵
送
（
期
間
内
必
着
）
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

１
環
境
課
☎
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　開花期間中は有料となります。入園料・
駐車場使用料については市報３月号をご覧
ください。
市民無料入園券引換券をご利用ください
　裏表紙の引換券を切り取って、「芝桜の
丘」入園券販売窓口に持参の上、無料入園
券と引き換えてください。
１まちづくり公園課
☎２６－６８６７

「芝桜の丘」は25周年を迎えます

物
価
高
騰
対
策
給
付
金
を

支
給
し
ま
す

全
国
一
斉
調
査

「
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
」

を
実
施
し
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

４
月
10
日
㈮
か
ら

省
エ
ネ
型
冷
蔵
庫
へ
の

買
い
替
え
に

助
成
金
を
交
付
し
ま
す

市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。市役所総合窓口、吉田・大滝・
荒川総合支所、各公民館、文化体育センター、市立病院でも配布しています。
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